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  （百万円未満切捨て）
１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 18,036 15.9 580 86.7 624 84.6 536 127.7 

30年３月期第２四半期 15,561 △7.6 311 △61.9 338 △60.5 235 △60.5 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 455 百万円 （63.7％）   30年３月期第２四半期 278 百万円 （△52.2％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 245.67 － 

30年３月期第２四半期 107.67 － 
※平成29年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴
い、１株当たりの四半期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第２四半期 23,948 8,981 37.5 4,127.55 

30年３月期 26,487 8,698 32.8 3,971.91 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 8,981 百万円   30年３月期 8,698 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 0.00 － 65.00 65.00 

31年３月期 － 0.00       

31年３月期（予想）     － 65.00 65.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 39,000 △3.8 1,000 △31.3 1,050 △29.9 750 △18.8 342.45 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）              、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 2,260,000 株 30年３月期 2,260,000 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 83,916 株 30年３月期 69,915 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 2,185,708 株 30年３月期２Ｑ 2,190,115 株 

 

※平成29年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。
これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数
及び期中平均株式数を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成

したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって業績数値と異なる場合があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米中間の貿易摩擦の激化、英国のEU離脱交渉の行き詰まり

等、国際情勢には懸念感が強まる一方、国内景気は相次ぐ大規模災害により景況感にやや陰りが見られたもの

の、旺盛な設備投資や建設需要、底堅い個人消費などに下支えされ、引き続き概ね堅調に推移しました。 

 当社グループが中核事業としている建設業界におきましては、今後、大規模自然災害の復旧需要が見込まれる

一方で、大都市圏を中心に東京五輪やインバウンド需要の増大を見越した大型再開発やホテル・分譲マンション

などの新規引合いに一巡感が出始めているほか、建設コストの上昇や地方圏の公共投資の減少、人手不足の深刻

化とそれに伴う受注対応の難しさなども加わり、これまで以上に慎重な事業運営が求められる環境になりつつあ

ります。 

 このような環境下にあって、当社グループの連結業績は売上高につきましては18,036百万円（前年同四半期比

15.9％増）となりました。損益面では、営業利益580百万円（前年同四半期比86.7％増）、経常利益624百万円

（前年同四半期比84.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益536百万円（前年同四半期比127.7％増）とな

りました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結累計期間末の総資産は、未成工事支出金、不動産事業支出金等が増加しましたが、現金預金、

受取手形・完成工事未収入金等が減少したこと等により前連結会計年度末に比べ2,539百万円減の23,948百万円と

なりました。負債は、未成工事受入金等が増加しましたが、支払手形・工事未払金が減少したこと等により前連結

会計年度末に比べ2,822百万円減の14,966百万円となりました。

 なお、純資産は前連結会計年度末に比べ283百万円増の8,981百万円となり、自己資本比率は37.5％となりまし

た。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成31年３月期の連結業績予想につきましては、平成30年７月30日に公表の業績予想から変更はありません。 

 なお、実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、当社を取り巻く経済情勢・需要動向等の変 

化、金融情勢の変化、地価の大幅な変動等があります。また、要因はこれらに限定されるものではありません。

- 2 -

㈱守谷商会（1798）平成31年３月期　第２四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 9,102,625 8,430,020 

受取手形・完成工事未収入金等 10,202,190 7,410,291 

販売用不動産 48,439 48,439 

未成工事支出金 178,538 463,267 

不動産事業支出金 244,465 1,703,289 

その他 460,136 79,689 

貸倒引当金 △414 △288 

流動資産合計 20,235,982 18,134,709 

固定資産    

有形固定資産    

土地 2,047,480 2,047,480 

その他 1,287,595 1,276,412 

有形固定資産合計 3,335,075 3,323,893 

無形固定資産 51,129 48,920 

投資その他の資産    

その他 2,899,211 2,474,842 

貸倒引当金 △33,600 △33,600 

投資その他の資産合計 2,865,611 2,441,242 

固定資産合計 6,251,817 5,814,056 

資産合計 26,487,799 23,948,766 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 11,501,484 8,970,413 

短期借入金 880,000 1,000,000 

1年内返済予定の長期借入金 240,000 240,000 

未払法人税等 289,160 225,939 

未成工事受入金 1,166,677 2,049,694 

不動産事業受入金 － 37,053 

賞与引当金 140,363 144,455 

完成工事補償引当金 44,503 46,128 

その他 1,639,907 510,476 

流動負債合計 15,902,098 13,224,161 

固定負債    

長期借入金 480,000 360,000 

退職給付に係る負債 811,390 835,145 

入会保証預り金 525,450 477,850 

その他 70,031 69,709 

固定負債合計 1,886,872 1,742,704 

負債合計 17,788,971 14,966,866 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,712,500 1,712,500 

資本剰余金 1,341,130 1,350,011 

利益剰余金 5,509,883 5,904,373 

自己株式 △45,008 △83,970 

株主資本合計 8,518,505 8,882,914 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 187,980 105,289 

退職給付に係る調整累計額 △7,657 △6,303 

その他の包括利益累計額合計 180,323 98,985 

純資産合計 8,698,828 8,981,900 

負債純資産合計 26,487,799 23,948,766 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 15,561,243 18,036,321 

売上原価 14,159,908 16,350,122 

売上総利益 1,401,335 1,686,198 

販売費及び一般管理費 1,090,204 1,105,233 

営業利益 311,131 580,965 

営業外収益    

受取利息 197 164 

受取配当金 14,819 9,087 

受取賃貸料 12,943 12,929 

入会保証預り金償還益 11,200 27,290 

その他 12,199 8,224 

営業外収益合計 51,361 57,695 

営業外費用    

支払利息 19,030 13,324 

複合金融商品評価損 4,552 － 

その他 639 924 

営業外費用合計 24,222 14,248 

経常利益 338,269 624,412 

特別利益    

固定資産売却益 8,606 － 

投資有価証券売却益 － 140,429 

特別利益合計 8,606 140,429 

税金等調整前四半期純利益 346,876 764,841 

法人税、住民税及び事業税 67,275 200,607 

法人税等調整額 43,782 27,265 

法人税等合計 111,058 227,872 

四半期純利益 235,818 536,969 

親会社株主に帰属する四半期純利益 235,818 536,969 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 235,818 536,969 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 41,275 △82,691 

退職給付に係る調整額 1,260 1,353 

その他の包括利益合計 42,535 △81,338 

四半期包括利益 278,353 455,630 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 278,353 455,630 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況 

受注高

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

建築事業（千円） 18,351,534 25,785,926（ 40.5％増）

土木事業（千円） 4,833,996 3,642,580（ 24.6％減）

不動産事業（千円） 793,135 59,319（ 92.5％減）

その他の事業（千円） 118,280 113,848（  3.7％減）

合計（千円） 24,096,947 29,601,673（ 22.8％増）

 

売上高

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

建築事業（千円） 12,747,951 14,561,433（ 14.2％増）

土木事業（千円） 2,516,475 3,310,020（ 31.5％増）

不動産事業（千円） 178,536 51,019（ 71.4％減）

その他の事業（千円） 118,280 113,848（  3.7％減）

合計（千円） 15,561,243 18,036,321（ 15.9％増）

 

繰越高

セグメントの名称
前第２四半期連結累計期間末

（平成29年９月30日）
当第２四半期連結累計期間末
（平成30年９月30日）

建築事業（千円） 23,588,691 29,280,869（ 24.1％増）

土木事業（千円） 6,117,968 5,779,689（  5.5％減）

不動産事業（千円） 614,599 8,300（ 98.6％減）

その他の事業（千円） － －（   － ）

合計（千円） 30,321,260 35,068,859（ 15.7％増）

（注）セグメント間の取引については相殺消去しております。
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